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市町農業振興地域整備計画（農用地利用計画）の  

策定および変更に係る福井県の同意基準  

 

平 成 ２ ４ 年 ３ 月 ２ ９ 日  

福 井 県 農 林 水 産 部 地 域 農 業 課  

（ 最 終 改 正 ： 平 成 ３ ０ 年 ９ 月 １ ２ 日 付 け 地 農 第 １ ０ ７ ７ 号 ）  

 

農 業 振 興 地 域 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ４ ４ 年 法 律 第 ５ ８ 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ い て 市 町 が 定 め る 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 （ 以 下 「 整 備 計 画 」

と い う 。 ） の う ち 、 市 町 が 法 第 ８ 条 第 ２ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 事 項 に 係 る も の （ 以 下 「 農 用

地 利 用 計 画 」 と い う 。 ） の 設 定 ま た は 変 更 を し よ う と す る 場 合 の 、 知 事 に よ る 法 第 ８ 条

第 ４ 項 （ 法 第 １ ３ 条 第 ４ 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 同 意 基 準 に つ い て 、 地 方

自 治 法 第 ２ ５ ０ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 定 め る 。  

な お 、 こ の 同 意 基 準 の 内 容 に つ い て は 、 「 農 業 振 興 地 域 制 度 お よ び 農 地 転 用 許 可 制 度

の 運 用 の 適 正 化 等 に つ い て 」 （ 平 成 １ ９ 年 ３ 月 ２ ７ 日 付 け １ ８ 農 振 第 １ ９ ４ ２ 号 農 村 振

興 局 長 通 知 ） 、 「 農 業 振 興 地 域 制 度 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン の 制 定 に つ い て 」 （ 平 成 １ ２

年 ４ 月 １ 日 付 け １ ２ 構 改 Ｃ 第 ２ ６ １ 号 。 以 下 「 ガ イ ド ラ イ ン 」 と い う 。 ） 等 関 係 通 知 に

留 意 し 、 判 断 す る こ と 。  

 

 

第１  整備計画の基本的な考え方  

整 備 計 画 は 、 地 域 の 農 業 振 興 を 実 現 す る た め の マ ス タ ー プ ラ ン で あ り 、 ま た 、 整 備

計 画 の う ち 農 用 地 利 用 計 画 は 、 今 後 お お む ね １ ０ 年 以 上 に わ た り 農 業 上 の 利 用 を 確 保

す べ き 土 地 で あ る 農 用 地 区 域 の 設 定 を 行 う も の で あ る 。  

市 町 は 、 お お む ね １ ０ 年 を 見 通 し て 整 備 計 画 を 策 定 す る こ と に よ り 、 農 業 振 興 地 域

制 度 を 主 体 的 か つ 効 率 的 に 運 用 す る も の で あ る が 、 整 備 計 画 の 策 定 お よ び 変 更 に 当 た

っ て は 、 法 、 農 業 振 興 地 域 の 整 備 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 昭 和 ４ ４ 年 政 令 第 ２ ５ ４ 号 。

以 下 「 施 行 令 」 と い う 。 ） お よ び 農 業 振 興 地 域 の 整 備 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 昭 和 ４

４ 年 農 林 省 令 第 ４ ５ 号 。 以 下 「 施 行 規 則 」 と い う 。 ） の 規 定 を 遵 守 す る と と も に 、 国

が 定 め る 農 用 地 等 の 確 保 等 に 関 す る 基 本 指 針 （ 以 下 「 基 本 指 針 」 と い う 。 ） お よ び 県

が 定 め る 農 業 振 興 地 域 整 備 基 本 方 針 （ 以 下 「 基 本 方 針 」 と い う 。 ） に 適 合 す る よ う 留

意 し て 行 う こ と が 必 要 で あ る 。  

特 に 、 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 に 策 定 さ れ た 基 本 方 針 に お い て は 、 平 成 ２ １ 年 の 法 改 正 を 踏

ま え 、 意 欲 あ る 多 様 な 農 業 者 に よ る 農 業 経 営 の 推 進 お よ び 食 料 の 安 定 的 な 供 給 に 向 け

て 必 要 な 農 用 地 等 の 確 保 を 図 る た め 、 編 入 要 件 を 満 た す 農 地 の 積 極 的 な 編 入 や 除 外 の

抑 制 の 取 組 を 推 進 す る こ と と し て い る と こ ろ で あ る 。 ま た 、 「 ふ く い の 農 業 基 本 計 画

（ 平 成 ２ ６ 年 ３ 月 策 定 ） に お い て は 、 平 成 ２ ６ 年 度 か ら 始 ま っ た 農 地 中 間 管 理 事 業 を

活 用 し 、 集 落 営 農 組 織 等 に 農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 を 進 め 、 農 地 集 積 率 を 平 成 ３ ０ 年 度 ま

で に ８ ０ ％ に ま で 高 め る と の 目 標 を 掲 げ て い る と こ ろ で あ る 。 さ ら に 、 中 山 間 地 域 を

中 心 と し て 遊 休 農 地 が 増 加 し て い る 中 で 、 平 成 ２ １ 年 お よ び 平 成 ２ ５ 年 の 農 地 法 （ 昭
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和 ２ ７ 年 法 律 第 ２ ２ ９ 号 ） 改 正 で は 農 業 委 員 会 に よ る 遊 休 農 地 の 監 視 や 措 置 を 強 化 す

る こ と と さ れ た と こ ろ で あ る 。  

整 備 計 画 の 策 定 に 当 た っ て は 、 農 地 を め ぐ る こ の よ う な 情 勢 を か ん が み 、 優 良 農 地

の 確 保 に 加 え 、 担 い 手 へ の 農 地 の 集 積 、 耕 作 放 棄 地 化 の 防 止 お よ び 解 消 な ど の 観 点 か

ら 、 農 業 委 員 会 や 農 業 再 生 協 議 会 、 農 地 集 積 円 滑 化 団 体 な ど の 関 係 機 関 と の 連 携 を 密

に し な が ら 、 今 後 の 農 業 振 興 地 域 の 整 備 の 在 り 方 を 検 討 す る こ と が 重 要 で あ る 。 と り

わ け 、 戸 別 所 得 補 償 制 度 の 規 模 拡 大 加 算 、 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 交 付 金 、 多 面 的 機 能

支 払 交 付 金 等 の 施 策 は 農 用 地 区 域 が 施 策 の 対 象 と な っ て い る こ と か ら 、 こ れ ら の 施 策

の 活 用 と 農 用 地 区 域 へ の 編 入 の 促 進 を 一 体 と し て と ら え 、 優 良 農 地 の 確 保 を 図 る こ と

が 重 要 で あ る 。  

 

 

第２  整備計画（および農用地利用計画）の変更事由  

整 備 計 画 の 変 更 は 、 法 第 １ ３ 条 第 １ 項 に 基 づ き 、 次 の 事 由 に よ り 必 要 が 生 じ た と き

に 行 う も の と さ れ て い る 。  

な お 、 市 町 は 、 整 備 計 画 の 変 更 を 行 う 必 要 が 生 じ た 事 由 を 具 体 的 か つ 明 確 に し て 示

し 、 当 該 市 町 の 関 係 機 関 や 団 体 、 農 業 者 お よ び 住 民 に 対 し て 、 広 く 周 知 す る こ と が 必

要 で あ る 。  

 

１  基本方針の変更による場合（農業振興地域の区域の変更による場合を含む）  

整 備 計 画 は 、 そ の 農 用 地 利 用 計 画 の 部 分 を 別 と す れ ば 、 そ の 性 格 は い わ ゆ る マ ス タ

ー プ ラ ン で あ り 、 こ れ を 実 現 す る た め に 必 要 な 事 業 は 、 整 備 計 画 に 基 づ い て 事 業 ご と

に 策 定 さ れ る 個 別 の 計 画 に 基 づ き 実 施 さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 国 の 補 助 、 融 資 等 の

事 業 の 基 本 と な る 「 農 業 振 興 地 域 整 備 の 推 進 に つ い て 」 （ 平 成 １ ４ 年 １ １ 月 １ 日 付 け

１ ４ 農 振 第 １ １ ７ ９ 号 農 林 水 産 事 務 次 官 依 命 通 知 ） （ い わ ゆ る メ リ ッ ト 通 知 ） に お い

て 、 「 農 業 に 関 す る 公 共 投 資 そ の 他 農 業 振 興 に 関 す る 施 策 は 、 基 本 指 針 の 考 え 方 が 反

映 さ れ た 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 （ 法 第 ８ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 事 項 ） に 基 づ き 計 画 的 か

つ 集 中 的 に 実 施 さ れ な け れ ば な ら な い 。 」 こ と と さ れ て い る 。  

更 に 、 基 本 指 針 は 、 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 法 （ 平 成 １ １ 年 法 律 第 １ ０ ６ 号 ） 第 １ ５

条 第 １ 項 の 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 計 画 の 変 更 等 を 踏 ま え 、 お お む ね ５ 年 ご と に 見 直 す

こ と と さ れ て い る 。 こ の た め 、 基 本 指 針 が 変 更 ま た は 基 本 指 針 に 基 づ き 基 本 方 針 が 変

更 さ れ た 場 合 、 市 町 は 、 整 備 計 画 に お い て 、 法 第 ８ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 各 事 項 が 基 本

方 針 と 適 合 す る よ う 定 め ら れ て い る か と い う 観 点 か ら 整 備 計 画 の 変 更 を 必 要 と す る か

否 か を 検 討 し 、 農 用 地 利 用 計 画 の 変 更 の 有 無 に か か わ ら ず 、 遅 滞 な く 所 要 の 変 更 を 行

う こ と と な る 。  

 

２  基礎調査の結果に基づく場合  

市 町 は 、 法 第 １ ２ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 基 礎 調 査 の 実 施 に よ り 、 当 該 農 業 振 興

地 域 の 実 態 を 総 合 的 に 把 握 し 、 情 勢 の 変 化 に 対 応 し た 適 切 な 計 画 と し て 確 保 す る た め 、

整 備 計 画 の 再 検 討 を 行 う こ と と な る 。  
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な お 、 基 礎 調 査 は 、 お お む ね ５ 年 ご と に 行 う も の と 規 定 さ れ て お り 、 そ の 実 施 時 期

に つ い て は 、 整 備 計 画 の 変 更 を 行 う 前 年 度 ま で に 必 要 な 予 算 措 置 等 を 講 じ て お き 、 整

備 計 画 変 更 の サ イ ク ル に 合 わ せ て 計 画 的 か つ 効 率 的 に 実 施 す る こ と が 適 当 で あ る 。  

 

３  経済事情の変動その他社会情勢の推移による場合  

経 済 事 情 の 変 動 そ の 他 情 勢 の 推 移 に よ り 整 備 計 画 の 変 更 を 行 う 場 合 と は 、 現 に 農 用

地 区 域 に 設 定 さ れ て い る 土 地 が 法 第 １ ０ 条 第 ４ 項 の 規 定 に 該 当 す る こ と と な っ た 場 合

の ほ か 、 農 産 物 の 需 給 事 情 の 変 化 、 農 業 技 術 の 進 展 等 に 応 じ た 生 産 方 式 の 変 更 、 当 該

市 町 に お け る 工 業 化 、 鉄 道 、 軌 道 の 乗 降 場 、 高 速 自 動 車 国 道 等 の イ ン タ ー チ ェ ン ジ の

設 置 等 に よ る 都 市 化 の 進 展 な ど が 考 え ら れ る 。  

 

 

第３  農用地利用計画の策定および変更に関する同意基準  

県 は 、 法 第 ８ 条 第 ４ 項 お よ び 法 第 １ ３ 条 第 ４ 項 に 規 定 さ れ る 農 用 地 利 用 計 画 の 策 定

お よ び 変 更 （ 施 行 令 第 １ ０ 条 で 定 め ら れ る 軽 微 な 変 更 を 除 く 。 ） に 係 る 市 町 か ら の 協

議 に お い て 、 次 の 基 準 に よ り 同 意 の 判 断 を 行 う も の と す る 。  

な お 、 当 該 事 務 が 自 治 事 務 で あ る こ と か ら 、 市 町 に お い て 独 自 に 農 用 地 利 用 計 画 の

変 更 に 関 す る 基 準 を 定 め て い る 場 合 に は 、 協 議 の 内 容 が 法 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い も の で

あ る と 認 め ら れ る 限 り 、 県 は 同 意 す る こ と と す る 。  

 

１  農用地区域に含まれるべき土地（農振農用地への編入）  

農 用 地 区 域 は 、 今 後 お お む ね １ ０ 年 以 上 に わ た り 農 業 上 の 利 用 を 確 保 す べ き 土 地 に

つ い て 設 定 す る も の で あ り 、 同 区 域 に 含 め る べ き 土 地 に つ い て は 、 法 第 １ ０ 条 第 ３ 項

各 号 に 定 め る と お り で あ る 。  

平 成 ２ １ 年 の 法 改 正 に 当 た り 、 農 作 業 効 率 の 高 い 集 団 的 な 優 良 農 地 の 確 保 を 図 る た

め 、 農 用 地 区 域 に 含 め る べ き 土 地 の 集 団 性 の 基 準 が ２ ０ ｈ ａ 以 上 か ら １ ０ ｈ ａ 以 上 へ

と 引 き 下 げ ら れ る と と も に 、 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 に 変 更 さ れ た 基 本 方 針 に お い て も 、 基 本

指 針 を 受 け 平 成 ３ ７ 年 の 農 用 地 区 域 内 の 農 地 面 積 の 目 標 を ３ ８ ， ８ １ ６ ｈ ａ と す る な

ど 、 農 用 地 区 域 へ の 編 入 を 促 進 す る こ と と さ れ た と こ ろ で あ る 。  

こ の た め 、 当 該 要 件 を 満 た す 土 地 に つ い て は 、 原 則 と し て 速 や か に 農 用 地 区 域 と し

て 設 定 す べ き も の で あ り 、 地 域 の 合 意 形 成 が 図 ら れ る よ う 、 担 い 手 へ の 農 地 の 利 用 集

積 の 促 進 や 地 域 ぐ る み で の 農 地 の 保 全 対 策 等 の 施 策 を 推 進 し つ つ 、 農 用 地 区 域 と し て

設 定 す る た め の 取 組 み を 積 極 的 か つ 継 続 的 に 行 う こ と 。  

（１）集団的に存在する農用地（法第１０条第３項第１号）  

農 用 地 が 連 た ん す る こ と に よ る 農 作 業 の 効 率 性 の 面 か ら 優 良 な 農 用 地 と し て 農

用 地 区 域 と す る も の で あ り 、 平 成 ２ １ 年 の 施 行 令 改 正 に よ り 、 集 団 性 の 規 模 は ２

０ ｈ ａ 以 上 か ら １ ０ ｈ ａ 以 上 へ と 引 き 下 げ ら れ て い る 。  

農 用 地 区 域 の 編 入 に 当 た っ て は 、 地 域 の 中 心 と な る 経 営 体 へ の 農 地 集 積 を 促 進

す る た め に 講 ぜ ら れ る 戸 別 所 得 補 償 制 度 の 規 模 拡 大 加 算 や 、 地 域 の 農 地 の 保 全 を

図 る た め の 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 、 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 等 の 交 付 対 象 が 農
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用 地 区 域 と さ れ て い る こ と に か ん が み 、 こ れ ら の 制 度 の 円 滑 な 利 用 と 一 体 と な っ

て 、 集 落 ご と の 十 分 な 話 し 合 い を 行 う こ と が 重 要 で あ る 。  

な お 、 そ の 集 団 性 の 境 界 を 判 断 す る に 当 た っ て は 、 道 路 、 鉄 道 そ の 他 の 施 設 、

河 川 、 が け そ の 他 の 地 形 、 地 物 等 が あ っ て も 通 作 等 に 支 障 が 生 じ な い も の で あ る

場 合 に は 、 一 団 の 土 地 と す る こ と 。  

（２）土地改良事業等の施行に係る区域内の土地（法第１０条第３項第２号）  

土 地 改 良 事 業 等 の 事 業 が 行 わ れ た 土 地 は 農 業 生 産 性 が 高 い 土 地 で あ る こ と か ら 、

農 用 地 区 域 と す る も の で あ る が 、 一 定 の 整 備 水 準 が 確 保 さ れ て お り 、 か つ 、 施 行

に 係 る 区 域 の 特 定 が 可 能 で あ る こ と が 必 要 で あ る こ と か ら 、 国 の 直 轄 ま た は 補 助

に 係 る 事 業 で 土 地 改 良 法 （ 昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ ９ ５ 号 ） 施 行 後 に 実 施 さ れ た も の

を 農 用 地 区 域 へ の 編 入 の 対 象 と し て い る 。 （ 規 則 第 ４ 条 の ３ 第 １ 号 お よ び 第 ２

号 ）  

な お 、 主 と し て 農 用 地 の 災 害 を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 防 災 事 業 や 非 農 用 地

区 域 捻 出 を 主 な 目 的 と す る 集 落 土 地 基 盤 整 備 事 業 、 緊 急 に 必 要 な 補 強 工 事 を 行 う

こ と に よ り 農 業 用 用 排 水 施 設 の 機 能 の 維 持 お よ び 安 全 性 の 確 保 を 図 る 基 幹 水 利 施

設 補 修 事 業 等 は 、 法 第 １ ０ 条 第 ３ 項 第 ２ 号 の 土 地 改 良 事 業 等 に 含 ま れ な い も の と

す る が 、 農 業 用 用 排 水 施 設 の 変 更 で あ っ て 、 従 前 の 機 能 の 維 持 を 図 る こ と を 目 的

と す る 更 新 事 業 は 、 法 第 １ ０ 条 第 ３ 項 第 ２ 号 の 土 地 改 良 事 業 に 含 ま れ る も の と す

る 。  

（ ３ ） 集 団 的 に 存在す る 農 用 地 お よ び土地 改 良 事 業 等 の 施行に 係 る 区 域 内 の 土地の 保

全または利用上必要な施設の用に供される土地（法第１０条第３項第３号）  

土 地 改 良 施 設 の 用 に 供 さ れ る 土 地 で 、 こ の う ち 集 団 的 に 存 在 す る 農 用 地 お よ び

土 地 改 良 事 業 等 の 施 行 に 係 る 区 域 内 の 土 地 に 接 し て い る も の が 一 般 的 に 該 当 す る 。  

（４）農業用施設用地（法第１０条第３項第４号）  

集 団 的 な 農 業 用 施 設 用 地 と し て の 規 模 で あ る ２ ｈ ａ 以 上 の 用 地 に つ い て は 、 河

川 、 道 路 等 線 的 な 施 設 に よ り 土 地 が 分 断 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 、 そ の 相 互 間

の 往 来 に 支 障 が な く 、 土 地 利 用 上 一 体 的 な も の と し て 考 え 得 る 場 合 に は 、 一 つ の

団 地 と し て 扱 う こ と が で き る 。  

ま た 、 農 用 地 区 域 内 の 土 地 は 、 当 該 地 域 の 農 業 生 産 者 の 農 業 生 産 の 必 要 上 計 画

的 に 利 用 す る た め に 確 保 す る も の で あ り 、 個 人 利 用 施 設 で あ る と 共 同 利 用 施 設 で

あ る と を 問 わ な い が 、 主 と し て そ の 農 業 者 ま た は そ の 農 業 者 の 構 成 す る 団 体 が 管

理 利 用 す る 施 設 で な い も の な ど 、 地 域 農 業 者 に よ る 農 業 生 産 と の 関 連 が 希 薄 な 施

設 に つ い て は 、 農 業 用 施 設 用 地 に は な じ ま な い 。  

な お 、 １ 個 の 建 築 物 そ の 他 の 工 作 物 で 法 第 ３ 条 第 ４ 号 に 規 定 す る 施 設 に 該 当 す

る 部 分 と 該 当 し な い 部 分 か ら 構 成 さ れ て い る 施 設 （ 混 在 施 設 ） の 用 地 は 、 農 業 用

施 設 用 地 に は な じ ま な い 。  

（ ５ ） 農 業 振 興 地域に お け る 地 域 農 業特性 に 即 し た 農 業 の振興 を 図 る た め そ の土地 の

農業上の利用を確保することが必要である土地（法第１０条第３項第５号）  

農 業 振 興 地 域 に お け る 地 域 の 特 性 に 即 し た 農 業 の 振 興 を 図 る た め そ の 土 地 の 農

業 上 の 利 用 を 確 保 す る こ と が 必 要 で あ る 土 地 と し て 農 用 地 区 域 を 定 め る に 当 た っ
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て は 、 そ の 土 地 の 位 置 、 地 形 そ の 他 の 自 然 的 条 件 、 土 地 利 用 の 動 向 、 地 域 の 人 口

お よ び 産 業 の 将 来 の 見 通 し 等 を 考 慮 す る と と も に 、 地 域 の 農 業 者 の 意 見 を 十 分 聴

い て 、 将 来 の あ る べ き 土 地 利 用 の 方 向 を 見 定 め つ つ 、 優 良 な 農 用 地 等 の 確 保 に 努

め る こ と が 重 要 で あ る 。 こ れ を 踏 ま え て 、 市 町 が 整 備 計 画 に お い て 一 定 の 基 準 等

を 設 け た 上 で 適 用 さ れ る こ と が 適 当 で あ る 。  

 

２  農用地区域からの除外等  

（１）法第１０条第３項各号の要件を満たさないこととなった場合  

具 体 的 に は 、 集 団 的 に 存 在 す る 農 用 地 の 規 模 が １ ０ ｈ ａ を 下 回 っ た 場 合 （ 第 １

号 関 係 ） 、 土 地 改 良 事 業 等 を 実 施 中 で あ っ た が 計 画 変 更 に よ り 当 該 事 業 の 施 行 に

係 る 区 域 で な く な っ た 場 合 （ 第 ２ 号 関 係 ） 、 集 団 的 に 存 在 す る 農 用 地 や 土 地 改 良

事 業 等 の 施 行 に 係 る 区 域 内 に あ る 土 地 の 保 全 ま た は 利 用 上 必 要 な 施 設 の 用 に 供 さ

れ て き た 土 地 が 当 該 施 設 の 廃 止 、 縮 小 等 に よ り そ の 用 に 供 さ れ な い こ と と な っ た

場 合 （ 第 ３ 号 関 係 ） 、 農 業 用 施 設 用 地 の 規 模 が ２ ｈ ａ を 下 回 っ た 場 合 （ 第 ４ 号 関

係 ） な ど が 想 定 さ れ る 。  

法 第 １ ０ 条 第 ３ 項 各 号 の 要 件 を 満 た さ な い こ と と な っ た 場 合 に 、 直 ち に 当 該 土

地 が 農 用 地 区 域 か ら 除 外 さ れ る こ と と な る と 、 当 該 農 用 地 区 域 内 の 土 地 に お い て

営 農 活 動 を 行 っ て い た 農 業 者 が 地 域 の 中 心 と な る 経 営 体 へ の 農 地 集 積 を 促 進 す る

た め に 講 ぜ ら れ る 戸 別 所 得 補 償 制 度 の 規 模 拡 大 加 算 や 、 地 域 の 農 地 の 保 全 を 図 る

た め の 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 、 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 等 の 農 業 振 興 策 を 受 け

ら れ な く な り 、 農 地 の 利 用 集 積 や 地 域 ぐ る み で の 営 農 活 動 を 阻 害 す る お そ れ が あ

る こ と か ら 、 直 ち に 農 用 地 区 域 か ら 除 外 す る 必 要 が あ る か ど う か は 、 市 町 に お い

て 慎 重 に 判 断 す る こ と と な る 。  

こ の た め 、 例 え ば 、 法 第 １ ２ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 基 礎 調 査 に 基 づ く 農 用

地 利 用 計 画 の 総 合 的 な 見 直 し を 行 う 際 に 、 当 該 土 地 を 農 用 地 区 域 か ら 除 外 す る こ

と に つ い て の 適 否 を 検 討 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 に 、 当 該 土 地 が 「 当 該

農 業 振 興 地 域 に お け る 地 域 の 特 性 に 即 し た 農 業 の 振 興 を 図 る た め 、 そ の 土 地 の 農

業 上 の 利 用 を 確 保 す る こ と が 必 要 で あ る と 認 め ら れ る 土 地 」 （ 法 第 １ ０ 条 第 ３ 項

第 ５ 号 ） で あ る と 市 町 が 判 断 す る と き に は 、 引 き 続 き 農 用 地 区 域 と す る こ と が 適

当 で あ る 。  

（２）法第１０条第４項（農用地区域に含まれない土地）に該当す る場合  

法 第 １ ０ 条 第 ４ 項 の 農 用 地 等 お よ び 農 用 地 等 と す る こ と が 適 当 な 土 地 に 含 ま れ

な い 土 地 は 、 農 用 地 区 域 と し な い 土 地 と す る も の で あ り 、 農 業 的 土 地 利 用 と の 調

整 が 既 に 行 わ れ て い る も の の ほ か 、 農 業 的 土 地 利 用 に 供 し な い 公 益 性 の 特 に 高 い

事 業 に 係 る 施 設 の 用 に 供 さ れ る 土 地 に 限 定 さ れ て い る も の で あ る 。  

こ の 場 合 、 法 第 １ ３ 条 第 ２ 項 の 適 用 は な く 、 同 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 農 用 地

区 域 を 変 更 す る こ と と な る 。 な お 、 基 礎 調 査 の 結 果 を 基 に 行 う 整 備 計 画 の 全 体 見

直 し と 時 期 的 に 重 な る 場 合 に は 、 見 直 し に 伴 う 変 更 と 同 時 に 変 更 し て 差 し 支 え な

い 。  
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（３）法第１３条第２項の規定により除外する場合  

法 第 １ ３ 条 第 ２ 項 の 「 農 用 地 等 以 外 の 用 途 に 供 す る こ と を 目 的 と し て 農 用 地 区

域 内 の 土 地 を 農 用 地 区 域 内 か ら 除 外 す る た め に 行 う 農 用 地 区 域 の 変 更 」 は 、 同 項

各 号 に 掲 げ る 要 件 （ ５ 要 件 ） の す べ て を 満 た す 場 合 に 限 り す る こ と が で き る も の

で あ る 。  

ま た 、 各 要 件 の 判 断 に 当 た っ て は 、 当 該 土 地 を 農 用 地 等 以 外 の 用 途 に 供 す る こ

と を 前 提 と す る の で は な く 、 農 用 地 区 域 内 の 土 地 の 確 保 お よ び 農 業 振 興 施 策 の 推

進 等 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す こ と の な い よ う に す る と の 観 点 か ら 検 討 が 行 わ れ 、 農

用 地 区 域 内 の 土 地 の 農 業 上 の 利 用 が 確 保 さ れ る こ と に よ る 整 備 計 画 の 達 成 に 資 す

る よ う に 判 断 す る も の で あ る こ と 。  

特 に 、 優 良 農 地 の 確 保 を 図 る た め 、 平 成 ２ １ 年 の 法 改 正 に よ り 、 効 率 的 か つ 安

定 的 な 農 業 経 営 を 営 む 者 に 対 す る 農 用 地 の 利 用 の 集 積 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ

る 場 合 に は 、 除 外 は 認 め ら れ な い と さ れ た と こ ろ で あ る 。 な お 、 当 該 除 外 は 希 望

す る 転 用 事 業 者 か ら の 申 出 に 基 づ き 行 わ れ る の が 一 般 的 で あ り 、 転 用 事 業 者 か ら

提 出 さ れ る 転 用 事 業 計 画 等 に よ り 除 外 の 適 否 を 判 断 す る も の で あ る 。 必 要 に 応 じ

て 関 係 者 か ら の 聞 き 取 り や 協 議 、 現 地 調 査 を 行 う こ と 。 除 外 後 農 地 転 用 の 手 続 が

必 要 に な る 場 合 、 転 用 許 可 が 可 能 か ど う か に つ い て も 判 断 が 必 要 で あ る こ と か ら 、

農 地 転 用 申 請 の 添 付 書 類 に つ い て も 必 要 な 範 囲 で 提 出 を 求 め 、 除 外 の 適 否 を 判 断

す る こ と 。 こ の 場 合 、 農 業 委 員 会 と の 連 携 に よ り 、 農 地 転 用 申 請 時 に は 改 め て 提

出 を 求 め る こ と の な い よ う に 留 意 す る こ と 。  

法 に 定 め る 要 件 ご と の 判 断 に つ い て は 、 別 表 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 、 十 分 な 確

認 ・ 検 討 を 行 う こ と 。  

 

 

第４  農用地区域内の耕作放棄地の取扱い  

優 良 農 地 の 確 保 と そ の 有 効 利 用 を 図 る た め に は 、 現 に 耕 作 さ れ て お ら ず 今 後 も 耕 作

さ れ る 見 通 し の な い 農 用 地 （ 以 下 「 耕 作 放 棄 地 」 と い う 。 ） に つ い て 、 再 生 ・ 利 用 を

促 進 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

平 成 ２ ２ 年 度 か ら は 、 農 地 法 に 基 づ き 、 農 業 委 員 会 が 、 利 用 状 況 調 査 を 実 施 し そ の

再 生 の た め に 所 有 者 等 に 対 し て 指 導 、 通 知 、 勧 告 ま で を 一 貫 し て 行 う こ と と さ れ て い

る 。 市 町 は 、 農 業 委 員 会 と 連 携 し て そ の 解 消 計 画 を 定 め 、 簡 易 基 盤 整 備 の 実 施 や 利 用

権 の 設 定 等 に よ り 、 農 用 地 と し て の 再 生 ・ 利 用 に 向 け た 取 組 み を 推 進 す る こ と が 重 要

で あ る 。 特 に 農 用 地 区 域 内 の 農 地 に つ い て は 、 耕 作 放 棄 地 化 し て い る の み で 、 法 第 １

０ 条 第 ３ 項 に 該 当 し な い 土 地 と し て 農 用 地 区 域 か ら 除 外 す る こ と が な い よ う に す る こ

と 。  

た だ し 、 地 域 の 農 業 の 実 態 や 土 地 利 用 の 動 向 等 か ら 検 討 を 行 い 、 当 該 耕 作 放 棄 地 を

農 業 的 な 土 地 利 用 を 図 る 土 地 と し て 確 保 す る こ と よ り も 他 用 途 へ の 土 地 利 用 を 促 進 す

る 方 が 相 当 と 判 断 さ れ 、 か つ 、 整 備 計 画 の 達 成 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が 少 な い と 認 め

ら れ る 場 合 は 、 農 用 地 区 域 か ら 除 外 す る こ と も や む を 得 な い 。 こ の 場 合 、 第 ３ の ２

（ １ ） に 準 じ て 農 用 地 利 用 計 画 の 変 更 に つ い て 判 断 す る こ と と な る 。  
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  具 体 的 に は 、 別 紙 （ ガイドラインの第１６の２の（１）の①のウ）等 関 係 通 知 に 留 意 し 、

判 断 す る こ と 。  

 

 

第５  附  則  

  こ の 基 準 は 、 平 成 ２ ４ 年 ４ 月 １ 日 以 降 に 提 出 さ れ た 協 議 か ら 適 用 す る 。  

 

[改正経 緯 ] 

 平成２４ 年８月 １４日  別表の 一部改 正  

 平成２８ 年４月 １日   一部改 正  
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（ 別紙）  

 

「 「 農 地 法 の 運 用 に つ い て 」 の 制 定 に つ い て 」 （ 平 成 ２ １ 年 １ ２ 月 １ １ 日 付 け ２ １ 経

営 第 ４ ５ ３ ０ 号 ・ ２ １ 農 振 第 １ ５ ９ ８ 号 農 林 水 産 省 経 営 局 長 ・ 農 村 振 興 局 長 通 知 。 以 下

「 農 地 法 の 運 用 」 と い う 。 ） 第 ４ の （ ２ ） に 基 づ き 、 農 地 法 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る

「 農 地 」 に 該 当 し な い と 判 断 さ れ た 農 用 地 区 域 内 の 土 地 が 直 ち に 農 用 地 区 域 か ら 除 外 さ

れ る こ と と な る と 、 周 辺 の 土 地 に お い て 営 農 活 動 を 行 っ て い る 農 業 者 が 不 利 益 を 被 る だ

け でなく、 農業振 興施策 を効率的 に実施 するこ とができ なくな るおそ れがある 。  

こ の た め 、 農 地 法 の 運 用 に お い て 「 農 地 」 に 該 当 し な い と 判 断 さ れ た 土 地 に つ い て は 、

次 の い ず れ に も 該 当 す る 場 合 を 除 き 農 用 地 区 域 か ら 除 外 せ ず 、 法 第 １ ０ 条 第 ３ 項 に 規 定

す る 「 農 用 地 等 と す る こ と が 適 当 な 土 地 」 に 該 当 す る も の と し て 、 農 用 地 区 域 に 残 置 し

て おくこと が適当 である こと。  

ａ  農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 の 達 成 の た め の 一 体 的 な 土 地 利 用 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が

な い土地  

ｂ  当 該 土 地 を 除 外 （ 除 外 後 の 開 発 行 為 を 含 む 。 ） し て も 、 周 辺 の 農 業 生 産 に 悪 影 響

を 及 ぼ す お そ れ が な い 土 地 （ 具 体 的 に は 以 下 の (a)及 び (b)の い ず れ に も 該 当 す る 土

地 ）  

(a)周 辺 の 農 業 用 用 排 水 施 設 等 土 地 改 良 施 設 の 有 す る 機 能 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が

な い土地  

(b)周 辺 の 農 用 地 等 に お い て 、 土 砂 の 流 出 ・ 崩 壊 等 の 災 害 を 発 生 さ せ る お そ れ が な

い 土地  

 

（ 農 業 振 興 地 域 制 度 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン の 制 定 に つ い て （ 平 成 １ ２ 年 ４ 月 １ 日 付 け １

２ 構 改 Ｃ 第 ２ ６ １ 号 農 林 水 産 省 構 造 改 善 局 長 通 知 。 最 終 改 正 ： 平 成 ３ ０ 年 ３ 月 １ 日 付 け

２ ９農振第 １７７ １号 ） の第１６ の２の （１） の①のウ から抜 粋）  


